
市町村 地区名等 タイトル 頁 発行月 Vol.

甲州市 塩山 「楽なモモづくり」にかける想いが地域農業を次世代につなぐ １ H29.08 ３

北杜市 天王原 農地整備により耕作放棄地がぶどう産地に大変身 ２ H30.03 ４

南巨摩郡身延町 身延 基盤整備を契機とした在来種「あけぼの大豆」の生産体制強化 ３ R3.03 ７

北杜市 米山ため池 ため池の防災工事により下流の被害を防止 ４ R4.03 ８

甲州市 神金 Uターン就農者が伝統野菜を継承し地域農業を守る取組 ５ R5.03 ９

笛吹市 梅沢・日向山 農地整備による営農作業の効率化・省力化に向けた取組 ６ R6.03 10

【山梨県】土地改良を契機とした農村地域の振興事例集



○ ｢楽にモモづくりが出来なければ、
この産地は続かない｣ということから
次世代につなぐ産地づくりの願いを
込め、集落農業組織「らくらく農業推
進委員会」を設立。幅広い担い手に
よる労力を確保。

○ 大型農業機械の導入とともに、農
地を集積し、共同作業による農作業
の効率化を推進。

【整備前】
高齢化や担い手不足が深刻化し遊休

農地が増加していた。また、急峻な地
形や不整形で狭小な区画のため、機械
化が困難であり、農作業に多大な労力
を要し、品
質や収量
が不安定
な状態で
あった。（H10年～H16年）

基盤整備

○ 集落営農によって、管理作業などを大型機械
による共同作業として実施。

【山梨県甲州市】「楽なモモづくり」にかける想いが地域農業を次世代につなぐ

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

生 

産 

現 

場

担
い
手

○位置
山梨県 甲州市

○傾斜

・約1/8程度

○主要作物

・モモ

○主な支援施策

・国営笛吹川農業水利事業（S46～S63）

・県営かんがい排水事業(S48～H13)

・畑地帯総合整備事業(S63～H12)

・中山間地域総合整備事業(H10～H16)

・広域営農団地農道整備事業(H1～H19)

こうしゅうし

こう しゅう し

樹園地の整備による労力軽減と生産の安定化

集落営農を通じた担い手の確保・育成

直売所にて農産物を無駄なく販売

次世代に引き継げる生産体制の構築 楽なモモづくり体制の構築と収益の向上

○ 楽に農作業ができる生
産基盤づくりに向けて、
山梨県で初めて既存果
樹園の基盤整備を実施。
事業を通じた営農経費
の削減や単収の増加に
より、農業所得の増加を
実現している。

販売体制・人材
づくり

栽培作物
・方法
栽培作物
・方法

○ １級品の農産物の系統出荷に
加え、これまで出荷できなかっ
た２級品等を直売所で販売する
ことにより、所得増加を図る。

流 

通
山梨県

塩山地区
えんざん

整備された園地 急峻な地形で狭小な区画機械による防除作業

低樹高栽培の様子

集落営農組織の設立 ０

○ 低樹高栽培の導入や品種毎に
通りを揃えた並木植、植栽距離
の固定化等により労力を軽減。

「大藤のモモ」としてブランド化

１【出典：ＪＡ聞き取りほか】

○ 「楽な営農」の実現による産地維持を目指し、
集落農業組織を設立。

広域農道沿線の直売所
事業着手
H11年

事業完了
H22年

農業所得の
増加に貢献

880万円

3,000万円

塩山地区における農業所得増加額の推移
（平成11年を基準とした農業所得の増加額の推移）

（万円）

1,340万円

2,520万円

○ 講習会（栽培技術の向上）を
開催し、次世代への技術の継承
に努めている。

山梨県で初めてとなる既存樹園地の基盤整備に取り組み、緩
傾斜化や園内道の整備を通じて、大型農業機械を導入。薬剤散
布・堆肥施用・草刈りなどの重労働を軽減するほか、高品質なモ
モの安定栽培が可能となった。
(※農薬散布：50分→９分/10a、堆肥施用：１日→40分/10a)
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○ 耕作放棄地を解消するとともに、周辺
農用地も含めた一体的な生産基盤によ
って、優良な農地団地を確保。

【整備前】
高齢化や他産業への労働力離れによ

る後継者不足が進み、耕作放棄地が
増加していた。また、これらの耕作放棄
地が餌場となり、
付近集落の農
地へ鳥獣被害
が拡大するなど
更なる悪影響も
生じていた。（H24年～）

基盤整備

○ パプリカの水耕
栽培施設を導入
し、新たな産地形
成にも取り組む。

【山梨県北杜市】農地整備により耕作放棄地がぶどう産地に大変身

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

生 

産 

現 

場

担
い
手

○位置
山梨県 北杜市

○主要作物

・だいこん、パプリカ、ぶどう(醸造用)

○主な支援施策

・農地環境整備事業（H24～H30）

・耕作放棄地再生利用緊急対策交付金

・強い農業づくり交付金

・企業的農業経営推進支援モデル事業（県単）

ほくと し

ほ く と し

耕作放棄地を活用し高収益な生産基盤を形成

担い手への農地集積の促進

生産エリア集積による営農の効率化 計画的な農地集約による生産性の向上

○ また、農地近隣に醸造施設
を整備し、ぶどうをワインに加
工するなど６次産業化を推進
することで更なる収益力アッ
プを目指す。

加工・出荷 販売体制・人材
づくり

栽培作物
・方法
栽培作物
・方法

山梨県

天王原地区
てんのうばら

急峻な地形で狭小な区画

０

○ 基盤整備により、個人農家の団地や担い手
の誘致を意図した団地など目的別に農地を
ゾーニング。計画的な農地利用によってぶどう

【 醸造用ぶどう 】

２

○ 農地を集積・集約化し、農地中間管理機構を
活用することで、法人参入も含めた新たな担い
手を確保。（約８割の農地を担い手に集積）

○ 区画整理や畑地かんがい施設など農業生産基盤の整
備を行うことにより、耕作放棄地を含む34haという大規模
な農地団地が形成され、生産性の向上を実現。

ハウスでの水耕栽培

○ 参入法人を始めとする担
い手が地域と一体となって
鳥獣被害の防止に取り組
んでいる。 【出典：法人A、Bへの聞き取りほか】

の生産が活性化。

○ 近隣への醸造施設設置により、生産
されたぶどうをワインに加工することで
更なる高付加価値化を目指す。

○ 農地中間管理機構を活用しつつ、農
地を利用者別にゾーニングすることで参
入法人を含む多様な担い手を計画的に
確保。

整備されたほ場 ハウスでの水耕栽培

○ 基盤整備による営農環境の向上を通じて、ぶど
う等の作物への転換を図るほか、農地の集約に
より、単位面積当たりの販売額が大幅に向上。

法人C

法人B

法人A

個人

【天王原地区における1ha当たりの販売額】

販売額が
約７倍向上

基盤整備を通じた
作物の転換により
販売額が大きく増加

Ｈ２６ 大根：5.8ha

Ｈ２８
パプリカ：1.7ha

醸造用ぶどう：6.8ha

Ｈ２６ Ｈ２８

117万円

843万円

（万円/ha）



【整備前】
○  農業従事者の高齢化に加え、狭小で不
整形な区画であるため、機械化が難しく、
荒廃農地が増加。

○  町の特産である
「あけぼの大豆」の
需要は高まるが、規
模拡大が図れず供
給が不足。

○ 荒廃農地を整備し、農地の集積・集
約化を図り、貸し借りしやすい環境を
整備。

○ 区画の拡大により
農業機械の導入が可
能となり、生産性が向
上。生産量も増加し、
安定供給を確保。

○ 昼夜の寒暖差が大きく、霧が多く発

生する特有の気候と、水はけの良い
土壌により育まれた在来種大豆のブ
ランド力強化を図るため、身延町あけ
ぼの大豆振興協議会を設立。

○ 水稲からの転換と荒廃農地の基盤
整備により生産の拡大を図り、増加す
る需要に対応。

○ 集出荷拠点施設の整備により品質
管理体制を整備し、高品質化を実現。

○ あわせて、加工施設を整備し新た
な加工品開発に取り組み、６次産業
化を町ぐるみで推進。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

生 

産 

現 

場

担

い

手

○位置
山梨県南巨摩郡身延町（過疎、山村、特農）

○主要作物
・水稲、大豆、小麦

○主な支援施策
・中山間地域総合整備事業(H22～)

・中山間地域所得向上対策（H28～H30）

・農地耕作条件改善事業(H28～）

みなみこまぐんみのぶちょう

区画の拡大による生産性の向上

担い手への農地集積の促進

各種補助金をフル活用した営農の効率化 特産品の生産体制構築と収益力強化

○  基盤整備を契機に、
「あけぼの大豆」の生産
体制の構築と品質の向
上等によるブランド力
の強化により収益力を
高め、農業者の所得が
向上。

加
工 

・ 

流
通

山梨県

身延地区

【出典：協議会聞き取りほか】

○  農地中間管理事業を活用し、
農業生産法人を含む新たな担
い手に農地を集積。

○  県・ＪＡと連携した栽培講習会

を開催し、安定生産と品質向上
の取組を推進。

機械導入の講習会

施設整備による品質向上と６次産業化の推進

選別機械の導入

指導員による普及活動

整備された圃場

○ 規格外の枝豆、大豆を加工・
販売し、６次産業化の推進と

   消費の拡大を図る。

○ 集出荷施設を整備し出荷基
準の統一、品質向上によるブ
ランド力強化。

○   試験ほ場を整備し、収穫量向
上のための栽培方法を検討。

○   管理作業機械等の農業機
械導入による労働時間の削
減。

○ 選別ではね出しと
なった枝豆や大豆を
活用し、新たな加工品
の開発、製造。

【山梨県南巨摩郡身延町】基盤整備を契機とした在来種「あけぼの大豆」の生産体制強化
みなみこまぐん みのぶちょう

農業の成長産業化 国土強靱化

基盤整備

狭小で不整形な区画

（H22年～）

【｢あけぼの大豆｣として
ブランド強化】

○  観光業とも連携した
枝豆の収穫体験や旅館
等での提供により、枝豆
及び加工品を広くＰＲし、
更なる販売促進、販路
開拓を目指す。

シュウマイ

ポタージュ

販売額及び作付けの状況

販売額 約1.6倍！

みのぶ

H28 R1

３



○位置
山梨県北杜市

○ 米山ため池は、貯水量が２万５千m3で
下流に鉄道や住宅等が存在するため、
万が一決壊した場合には大きな被害の
おそれ。

○ このため、３か年緊急対策において、
耐震対策と豪雨対策を実施。

○ ため池の防災工事が完了したことで、
地震及び大雨による被害を回避。

【対策のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

ほくとし

ため池の防災工事を実施

地

域

の

取

組

山梨県

米山ため池
よねやま

○ 主要作物

・水稲

○ 防災工事が完了したことにより、地震時の堤
体安定性及び豪雨時の流下能力を確保。

○ 堤体の決壊が防止され、下流の農地や鉄道、
住宅への被害を回避。

対

策

の

効

果

堤体の決壊を防止し、下流の被害を回避

事業名 事業費 対策期間

農村地域防災減災事業 1億9,900万円 H30～R2

うち３か年緊急対策 1億8,200万円 H30～R2

（H30～R2）

防災工事

○ ３か年緊急対策において、堤体の耐震性の確保と洪水吐の流下能力の向上を実施。
よねやま

想定被害額 影響を受ける施設

対策前
（決壊した場合） 4億3,000万円

鉄道 700m
住宅 2戸 等

対策後 被害なし 被害なし

想定される被害

安定解析ケース 計算斜面
安全率※

対策前 対策後

常時満水位
上流側 0.943 1.211

下流側 0.798 1.219

0.85

4.42

0

2

4

6

対策前 対策後

流下量

(m3/s)
洪水吐流下能力

地震時の堤体安定解析結果

４

堤体への盛土

7m 8m

2.2m 3.2m

ため池の防災工事により下流の被害を防止 ３か年緊急対策TPP等対策 簡易な基盤整備【山梨県北杜市】
ほくとし

※1.2以上を確保する必要



【整備前】
○  傾斜が大きく不整形で狭小な区画であるた
め、作業効率が
悪く営農に支障。
さらに担い手不
足により借り手
が見つからず
荒廃農地が増
加。

○ 食育活動を通して、生産者の顔が
見える安全、安心な野菜として地域
の人に広く認知。

○ 学校給食センターでの地場産物
の使用割合も年々増加。

○ Uターン就農者が基盤整備を契機

に野菜の生産量を拡大。地域に根付

いた伝統野菜を守り、地域資源の減

少を防ぐ。

○ 小学校や保育施設を対象とした収

穫体験や料理教室などにより食育を

推進。

○ 給食センターや地元レストランに野

菜を出荷し、地元食材に対する関心、

愛着を持ってもらう地産地消の取組を

実施。

小学生の収穫体験
○ 小学校や保育施設と連携し、収穫体
験や収穫した野菜によるカレー作りのイ
ベントを定期的に開催。市内の給食セン
ターにも野菜を出荷し、食育と地産地消
の両面から、地元の魅力を発信。

【工夫のポイント】

基

盤

区画の拡大による生産性の向上

生 

産 

現 

場

伝統野菜＋無農薬栽培で高付加価値化を実現 学校給食における

地場産物の積極的な活用

地
域
の
取
組

食育と地産地消活動の推進

○ 親元でUターン就農した若手農家が、
新たに農園を設立。地域に根付いた伝
統野菜を、農薬や化学肥料を使わず栽
培することで高いブランド力が定着。

○ SNSを通じて、本地域の野菜を
広く周知し、各種イベントでも販売。
収量の少ない伝統野菜は、首都
圏のレストランへ直接出荷。

○ 地域の個人宅への野菜配達も
行うなど、新たな販路を拡大。

加
工
・流
通

インターネットを活用した販路拡大

【取組地域の概要】

○位置
山梨県甲州市（山村、特農）

○主要作物
・大豆、さといも、だいこん、たまねぎ 等

○主な支援施策
・農地耕作条件改善事業（H30～）

・農地中間管理事業（R3～）

・果樹団地化促進支援事業（県単：R4～）

山梨県

神金地区

こうしゅうし

かみかね

【山梨県甲州市】Uターン就農者が伝統野菜を継承し地域農業を守る取組
こうしゅうし

農業の成長産業化食料安保 デジ田 団体営 女性活躍

（H30年～）

基盤整備

○ 区画の拡大
により農業機
械の導入が可
能となり、生産
コストが低減。
生産量も増加
し、安定供給
を確保。

給食の写真

地域の野菜を
使用した献立

31筆→13筆に集約 整備後 整備前

カレー作り

収穫体験

イベントへの出展

有機大豆

伝統野菜

市内の学校給食 ５



日向山工区整備比較（760a当たり） 整備前 整備後

区画数 236区画 16区画

平均区画面積 3.2a 47.5a

リモコン式草刈機 人力

80時間/ha

■ 法面維持管理の作業時間比較(時間/ha)

整備前
(H30)

リモコン式
草刈機
導入後

(R4) 4.0時間/ha

80.0

2.0

整備前

農地整備による営農作業の効率化・省力化に向けた取組 農業の成長産業化

○位置
山梨県笛吹市

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

ふえふきし

基盤整備を契機に作業の合理化・省力化が可能

基

盤

農地の大区画化と営農作業の効率化

（R2年～R3年）
整備面積1.2ha

基盤整備

○ 区画の拡大により農
業機械の導入が可能と
なり生産コストが低減し、
生産性が向上。

整備前の農地（0.3～0.5ha）

【整備前】
ほ場は狭小で勾配も急峻(地形勾配

15％～25％)なため、機械による農作
業が困難な状況であり、耕作放棄地も
点在。

地
域
の
取
組

○ 勾配が緩和された
長大な法面をリモコン
式草刈機により管理
することで、除草作業
の軽減及び作業の安
全性が向上。

○ 農地中間管理機構を通じて、地域の担い手へ 
農地を集積・集約化（８割の農地を集積予定） 。

担い手への農地集積

担

い

手

○主要作物
・もも、ぶどう等

○主な支援施策
・国営笛吹川農業水利事業(S46～S63)

・県営かんがい排水事業(S48～H13)

・水利施設等保全高度化事業
（R1～R8予定）

法面の維持管理の省力化

ターン農道の設置

地域に設置された
無線基地局

【山梨県笛吹市】
ふえふきし

山梨県

梅沢・日向山地区

整備後

○ ももの生産量日本一を誇る山梨県の中でも、特に高

品質で消費者からの評価も高い「春日居の桃」の産地に

おいて、機械作業等による農作業の合理化が可能となり、

作業労力を軽減。

リモコン式草刈機作業範囲
→傾斜角度45度以下・草丈1m以下

2.0

うめざわ ・ ひなたやま

かすがい

６

95％削減

○ ほ場勾配の緩和によ
り高所作業車が安全に
作業できる勾配（縦断方
向８％）に改良。

【整備後】

○ 特に法面の草刈作業労力が大幅に軽減され、作業の
省力化が実現。

○ 高齢化等が進み、遊休農地も増
加する中で、「急峻な地形や不整
形かつ狭小な農地のままでは、こ
の産地は続かない」という地域の
思いから、基盤整備に取り組み、
担い手への農地集積・集約化を推
進。

○ ほ場勾配の緩和に伴い発生す
る長大な法面をリモコン式草刈機
により管理することで維持管理作
業を省力化。

※担い手への聞き取り結果

整備後のほ場

整備前のほ場

グリーン省力化・
スマ農 国土強靱化

整備前

整備後
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